　平成１７年３月に文学部歴史文化学科を卒業した目時（めとき）和哉と申します。

　現在は岩手県職員として、岩手県立博物館に勤めておりますが、大学としても義援金を募っていることをアラムナイで拝見し、ご連絡させていただきました。

　一昨年まで今回大きな被害を受けた沿岸部で教員をしていたことから、被災した子どもたちとも関わる機会があり、その中で見聞きしたことをまとめたものが添付した文章になります。

　いわゆる震災孤児への支援についても、少しずつ報道で取り上げられるようになってきましたが、彼らと直に接するにつけて、本当に長いスパンでの援助の必要に思い至る次第です。

　拙い文章ではありますが、今後支援活動を展開されるうえでの一助となればと思い、知人や関係機関等へ送らせていただいております。

　義援金の管轄は学友会様とは別のことと思いますが、個人的には広く社会で活躍されている卒業生の皆様にも何とか実態をお伝えできればと思っておりましたので、もしも何かの折に活用いただけたなら幸いです。また、大学の支援事業につきまして然るべきご連絡先が別途あるようでしたら、ご教示願います。

　不躾なお願いとなり大変恐縮ではございますが、何卒ご検討よろしくお願い申し上げます。
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岩手県立博物館　学芸第三課

学芸調査員　目時　和哉（めとき かずや）

〒020-0102　盛岡市上田字松屋敷３４

Tel 019-661-2831　Fax 019-665-1214

Mail　k-metoki@iwapmus.jp
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